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公益社団法人 日本重症心身障害福祉協会 

 

本協会は、平成 27年度より公益事業として「在宅重症心身障害児者の支援

者育成事業」を開始しました。この事業は、本協会が前年度に開発した「在宅

重症心身障害児者の支援者を育成するためのプログラム」の周知及び活用を図

ることを目的にして、会員施設が有する医療と福祉の総合した機能を核に地域

の関係機関の多職種が連携を強めることで、地域の重症心身障害児者への支援

力を高めることを目指したものでした。 

その後、国の制度は、「重症心身障害児者等コーディネーター養成研修」、

「医療的ケア児等コーディネーター養成研修」、「医療的ケア児及びその家族に

対する支援に関する法律（令和３年法律第 81号）」等々と在宅の重症心身障害

児者から在宅医療を必要とする子ども等の医療的ケア児等への支援へと進展を

遂げました。 

このような状況の変化に即して「在宅重症心身障害児者の支援者育成事業」

は、当初の支援者養成のためのマニュアル普及から会員施設が地方自治体と連

携協力して地域の医療的ケア児等への支援及び支援体制の構築、支援水準の向

上に寄与する状況を把握し、全国にフィードバックすることで、在宅の重症心

身障害児者とそのご家族の福祉の向上に寄与できるものと考えております。 

以下に、会員施設が、それぞれの地域の中で中核となって持てる能力（設

備・機能・人材）を提供しておられる姿を別表「会員施設における医療的ケア

児等への支援の取組みについて」及び別添レポート「医療的ケア児支援センタ

ーについて」として取りまとめ、情報提供させていただきます。 

 

１．令和 5年度医療的ケア児等の支援について 

この項目は、本協会が毎年実施している「令和５年度全国重症心身障害児者

施設実態調査（在宅・地域療育支援関係）」から、医療的ケア児等の支援に関

連する３項目を抽出し、さらに「医療的ケア児支援センターの受託」、「地方自

治体の医療的ケア児等への支援に関する事業の受託」のふた項目に関して追加

調査を行い、一覧表にしたものです。 

ここに掲載した項目は、大別して５項目あり、以下の通りです。 



（１）第１番目の「令和 5年度医療的ケア児等コーディネーター養成」は、当

協会が調査した「令和５年度全国重症心身障害児者施設実態調査（在宅・

地域療育支援関係）」のⅤ―３地域支援事業等：医療的ケア児等コーディ

ネーター養成からデーターを転載しています。 

   コーディネーター養成を行う施設は、全会員施設１３９か所の内２１か

所（１５％）、支援者養成を行う施設は１５か所（１１％）となっていま

す。コーディネーター養成及び支援者養成は、都道府県等の委託事業とな

ることから他の項目に比して取組みが低調に見えますが、それぞれの研修

の場に医師やその他の職員を派遣することも含めるとこの割合は増加する

ものと考えます。 

 

（２）第２番目の「医療的ケア児支援センターの受託」は、当協会の調査項 

目に含まれていないことからWeb 検索により各都道府県の公表資料から把 

握したものを会員施設にフィードバックして確認をいただき作成しまし 

た。 

医療的ケア児支援センターを受託する施設（法人）は、全会員施設 

１３９か所の内２７か所（１９％）となっています。 

 

（３）第３番目の「医療的ケア児等の短期入所（宿泊）実績の有無（令和 4 

年度実績）」は、「令和５年度全国重症心身障害児者施設実態調査（在 

宅・地域療育支援関係）」のⅠ―１短期入所事業：医療型短期入所サー 

ビス（宿泊を伴う短期入所）１宿泊型・障害別利用者数の人工呼吸器 

（重症児者）とその他の医療的ケア（重症児者）の利用実績が報告され 

た施設を「○」にて表示しています。 

人工呼吸器を必要とする重症心身障害児者への医療型短期入所サービス 

を行う施設は、重症心身障害児の受入れは全会員施設１３９か所の内７６ 

か所（５５％）、重症心身障害者の受入れは７９か所（５７％）となって 

います。また、人工呼吸器以外の医療的ケアを必要とする重症心身障害児 

への医療型短期入所サービスを行う施設は、１３９か所の内１０６か所 

（７７％）、重症心身障害者の受入れは１１３か所（８１％）となってい 

ます。 

 



（４）第４番目の「通所事業（令和 4年度実績）」は、「令和５年度全国重症 

心身障害児者施設実態調査（在宅・地域療育支援関係）」のⅡ通所支援 

事業：１児童発達支援（幼児通所）、２医療型児童発達支援（幼児通 

所）、３生活介護（成人通所）、４放課後等デイサービスの実施に「○」 

が付されている施設を「○」にて表示しています。 

児童発達支援（幼児通所）は１３９か所の内７７か所（５５％）、医 

療型児童発達支援（幼児通所）は１６施設（１２％）、放課後等デイサ 

ービスは７６か所（５５％）、生活介護（成人通所）は１０１施設 

（７３％）となっています。 

  

（５）第５番目の「地方自治体の医療的ケア児等への支援に関する事業の受 

託」は、地方自治体が事業化した取組を事業受託している場合に報告を 

いただいたところに「○」を表示し、備考欄に事業名を記載していま 

す。 

地方自治体の医療的ケア児等への支援に関する事業を受託している施 

設（法人）は、１３９か所の内７か所となっています。 

    

２．医療的ケア児支援センターの受託施設（法人）の取り組み状況に関する 

レポート 

 

医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律（令和３年法律第８

１号）（以下、「医療的ケア児等支援法」とする。）の第 14条に基づく医療的

ケア児支援センターの運営は、２７か所の会員施設（法人）が指定されてお

り、任意でのレポート作成をお願いしたところ、別添のとおり 9か所から提

出して頂きましたので、共有をさせていただきます。 

レポートによる業務内容は、医療的ケア児等支援法及び関連通知に規定さ

れている業務のすべて又は一部を実施しているとの報告が基本となり、各都

道府県の実情を反映した基幹的な役割を担う施設（法人）や施設が立地する

圏域を受け持つ施設の役割が報告されています。 

提出を頂いたすべてのレポートを別添にて報告をさせていただきます。 

 

                        （以上：文責 太田）  



（　別　表　）

コーディネー
ター養成

支援者養成 児 者 児 者

1 北海道 大倉山学院 社会福祉法人　札幌緑花会 ○ ○ ○

2 北海道 北海道療育園 社会福祉法人　北海道療育園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 北海道 医療福祉センター札幌あゆみの園 社会福祉法人　北翔会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 北海道 緑ヶ丘療育園 社会福祉法人　札幌緑花会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 北海道 北海道済生会小樽病院　重症心身障がい児（者）施設みどりの里 社会福祉法人　恩賜財団済生会支部北海道済生会 ○

6 北海道 美幌療育病院 社会福祉法人　北海道療育園 ○

7 青森県 青森県立はまなす医療療育センター 日本赤十字社　青森県支部 ○ ○ ○

8 秋田県 秋田県立医療療育センター 地方独立行政法人　秋田県立療育機構 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 岩手県 みちのく療育園メディカルセンター 社会福祉法人　新生会 ○ ○ ○

10 宮城県 仙台エコー医療療育センター 社会福祉法人　陽光福祉会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

・重症心身障害児者等医療型短期入所

コーディネート業務（宮城県、仙台市）

・特別支援学校医療巡回医（宮城県）

11 福島県 福島整肢療護園 社会福祉法人　いわき福音協会 ○ ○

12 茨城県 茨城県立あすなろの郷 茨城県社会福祉事業団 ○ ○ ○

13 茨城県 芳香会病院青嵐荘療育園 社会福祉法人　芳香会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 茨城県 水方苑 社会福祉法人　愛正会

15 茨城県 愛正会記念　茨城福祉医療センター 社会福祉法人　愛正会 ○ ○ ○

16 栃木県 星風会病院星風院 社会福祉法人　星風会 ○ ○ ○

17 栃木県 なす療育園 社会福祉法人　邦友会 ○ ○ ○ ○ ○

18 栃木県 保健医療・福祉施設あしかがの森　　あしかがの森足利病院 社会福祉法人　全国重症心身障害児（者）を守る会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 群馬県 さわらび医療福祉センター 社会福祉法人　榛桐会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 群馬県 療育センターきぼう 社会福祉法人　希望の家 ○ ○ ○（レポート１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 群馬県 群馬整肢療護園 社会福祉法人　二之沢愛育会 ○ ○ ○

22 千葉県 千葉市桜木園 社会福祉法人　千葉市社会福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○

23 千葉県 聖母療育園 社会福祉法人　ロザリオの聖母会 ○ ○ ○ ○ ○

24 千葉県 千葉県千葉ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 愛育園 社会福祉法人　千葉県身体障害者福祉事業団 ○ 〇（レポート２） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 千葉県 東葛医療福祉センター光陽園 社会福祉法人　創仁会

26 埼玉県 光の家療育センター 社会福祉法人　埼玉医療福祉会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 埼玉県 埼玉県立嵐山郷 社会福祉法人　埼玉県社会福祉事業団

28 埼玉県 福祉医療センター太陽の園 社会福祉法人　清風会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 埼玉県 中川の郷療育センター
設置：5市1町(草加市・越谷市・八潮市三郷市・吉川市・松伏町

)                        経営：社会福祉法人東埼玉
○ ○ ○ ○ ○ ○

30 埼玉県 埼玉療育園 社会福祉法人　埼玉療育友の会 ○ ○

31 埼玉県 カルガモの家 社会福祉法人　埼玉医大福祉会 ○ ○ ○ ○ ○

32 埼玉県 カリヨンの杜 社会福祉法人　桜楓会 ○ ○ ○ ○ ○

33 東京都 秋津療育園 社会福祉法人　天童会 ○ ○ ○

34 東京都 島田療育センター 社会福祉法人　日本心身障害児協会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 保育園の医ケアNS派遣

35 東京都 心身障害児総合医療療育センターむらさき愛育園 社会福祉法人　日本肢体不自由児協会 ○ ○ ○ ○

36 東京都 東京都立府中療育センター 東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 東京都 東京小児療育病院 社会福祉法人　鶴風会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 東京都 東京都立東大和療育センター 社会福祉法人　全国重症心身障害児（者）を守る会 ○ ○ ○ ○ ○

39 東京都 緑成会整育園 一般財団法人　多摩緑成会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 東京都 東京都立北療育医療センター 東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 東京都 東京都立東部療育センター 社会福祉法人　全国重症心身障害児（者）を守る会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 神奈川県 神奈川県立こども医療センター 地方独立行政法人　神奈川県立病院機構 ○ ○

43 神奈川県 鎌倉療育医療センター小さき花の園 社会福祉法人　聖テレジア会 ○ ○ ○

44 神奈川県 七沢療育園 神奈川県総合リハビリテーション事業団 ○ ○ ○

45 神奈川県 横浜療育医療センター 社会福祉法人　十愛療育会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 神奈川県 相模原療育園 社会福祉法人　慈恵療育会 ○ ○ ○ ○

47 神奈川県 太陽の門福祉医療センター 社会福祉法人　風祭の森 ○ ○ ○ ○ ○

48 神奈川県 重症児・者福祉医療施設 ソレイユ川崎 社会福祉法人　三篠会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 神奈川県 重症心身障害児(者)施設サルビア 社会福祉法人　恩賜財団済生会支部神奈川県済生会 ○ ○ ○ ○

50 神奈川県 ライフゆう 社会福祉法人　みなと舎 ○ ○ ○

51 神奈川県 ワゲン療育病院長竹 社会福祉法人　ワゲン福祉会 ○ ○

52 神奈川県 横浜医療福祉センター港南 社会福祉法人　十愛療育会 ○ ○ ○ ○

53 新潟県 長岡療育園 社会福祉法人　長岡福祉協会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 長野県 信濃医療福祉センター 社会福祉法人　信濃医療福祉センター ○ ○ ○

55 山梨県 山梨県立あけぼの医療福祉センター 山梨県 ○ ○ ○ ○ ○

56 静岡県 聖隷三方原病院 聖隷おおぞら療育センター 社会福祉法人　聖隷福祉事業団 ○ ○ ○ ○ ○
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57 静岡県 伊豆医療福祉センター 社会福祉法人　恩賜財団済生会支部静岡県済生会 ○ ○ ○ ○

58 静岡県 つばさ静岡 社会福祉法人　小羊学園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59 富山県 あゆみの郷 社会福祉法人　秀愛会 ○ ○

60 石川県 石川療育センター 社会福祉法人　松原愛育会 ○ ○ ○ ○

61 石川県 小松療育園 社会福祉法人　石川整肢学園 ○ ○ ○ ○

62 石川県 金沢療育園 社会福祉法人　石川整肢学園 ○ ○ ○ ○ ○

63 岐阜県 岐阜県総合医療センター 重症心身障がい児施設すこやか 地方独立行政法人　岐阜県総合医療センター ○ ○ ○ ○

64 愛知県 愛知県医療療育総合センター中央病院（こばと棟） 愛知県 〇（レポート３） ○ ○

65 愛知県 愛知県青い鳥医療療育センター 社会福祉法人　恩賜財団済生会支部愛知県済生会 ○ ○ ○ ○

66 愛知県 名古屋市重症心身障害児者施設 ティンクルなごや 社会福祉法人　むつみ福祉会 ○ ○ ○ ○

67 愛知県 一宮医療療育センター 社会福祉法人　杏嶺会 ○ ○ ○ ○ ○

68 愛知県 愛知県三河青い鳥医療療育センター 社会福祉法人　恩賜財団済生会支部愛知県済生会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

69 愛知県 信愛医療療育センター 社会福祉法人　明世会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

70 三重県 済生会明和病院なでしこ 社会福祉法人　恩賜財団済生会支部三重県済生会 〇（レポート4） ○ ○ ○ ○ ○ ○

71 滋賀県 社会福祉法人びわこ学園 びわこ学園医療福祉センター草津 社会福祉法人　びわこ学園 ○ ○ 〇（レポート5） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 小児慢性特定疾病児童等療育相談事業　

72 滋賀県 びわこ学園医療福祉センター野洲 社会福祉法人　びわこ学園 ○ ○ ○ ○

73 京都府 聖ヨゼフ医療福祉センター麦の穂学園 社会福祉法人　聖ヨゼフ会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

74 京都府 花ノ木医療福祉センター 社会福祉法人　花ノ木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

75 奈良県 バルツァ・ゴーデル 社会福祉法人　バルツァ事業会 ○ ○ ○ ○ ○

76 奈良県 東大寺福祉療育病院東大寺光明園 社会福祉法人　東大寺福祉事業団 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

77 大阪府 枚方総合発達医療センター 社会福祉法人　枚方療育園 ○ ○ ○

78 大阪府 四天王寺和らぎ苑 社会福祉法人　四天王寺福祉事業団 ○ ○ ○ ○ ○ ○

79 大阪府 大阪赤十字病院附属大手前整肢学園 日本赤十字社　大阪府支部 ○

80 大阪府 大阪発達総合療育センター フェニックス 社会福祉法人　愛徳福祉会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

81 大阪府 すくよか 社会福祉法人　大阪府障害者福祉事業団 ○ ○ ○

82 大阪府 堺市立重症心身障害者（児）支援センター　ベルデさかい 社会福祉法人　三篠会 ○ ○ ○ ○ ○

83 和歌山県 つくし医療・福祉センター 社会福祉法人　和歌山つくし会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

84 和歌山県 南紀医療福祉センター 社会福祉法人　和歌山県福祉事業団 ○ ○ ○ ○ ○ ○

85 和歌山県 愛徳医療福祉センターめぐみの園 社会福祉法人　愛徳園 ○ ○ ○ ○ ○ ○

86 兵庫県 西宮すなご医療福祉センター 社会福祉法人　甲山福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
学校園における医療的ケア支援業務

（西宮市）

87 兵庫県 医療福祉センターのぎく 社会福祉法人　養徳会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

88 兵庫県 医療福祉センター　さくら 社会福祉法人　枚方療育園

89 兵庫県 神戸医療福祉センターにこにこハウス 社会福祉法人　芳友 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

90 兵庫県 医療福祉センターきずな 社会福祉法人　養徳会 〇（レポート6） ○ ○ ○ ○

91 兵庫県 姫路聖マリア病院 重度障害総合支援センタールルド 社会医療法人財団　聖フランシスコ会 ○ ○ ○ ○ ○

92 兵庫県 神戸医療福祉センターひだまり 社会福祉法人　芳友 ○ ○ ○ ○
神戸市重度障害児者医療福祉コーデイネート

事業

93 兵庫県 サポートハウス　ココロネ住吉 社会福祉法人 平成記念会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

94 岡山県 旭川児童院 社会福祉法人　旭川荘 ○ ○ 〇(レポート7） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・医療的ケア児等短期入所サービス専門家派

遣事業　・医療的ケア児等短期入所サービス

職員ケア実習事業　・医療的ケア児等支援者

資質の向上事業　・医療的ケア児支援セン

ター機能強化事業　・障害児等療育支援事業

・小児等在宅医療連携拠点事業、

95 鳥取県 鳥取県立総合療育センター 鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

96 島根県 西部島根医療福祉センター 社会福祉法人　島根整肢学園 ○ ○ ○ ○ ○ ○

97 島根県 東部島根医療福祉センター 社会福祉法人　島根整肢学園 ○ ○ ○ ○

98 広島県 子鹿医療療育センター 社会福祉法人　ともえ会 ○ ○ ○ ○

99 広島県 広島県立障害者療育支援センターわかば療育園 社会福祉法人　広島県福祉事業団 ○ ○ ○ ○ ○

100 広島県 広島県立福山若草園 福山若草療育園 社会福祉法人　広島県福祉事業団 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

101 広島県 広島県立障害者 リハビリテーションセンター 若草療育園 社会福祉法人　広島県福祉事業団 ○ ○ ○ ○ ○ ○

102 広島県 重症児・者福祉医療施設鈴が峰 社会福祉法人　三篠会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
広島市重症心身障害児者相談支援センター事

業

103 広島県 重症児・者福祉医療施設　原 社会福祉法人　三篠会 ○

104 広島県 ときわ呉 社会福祉法人　広島県リハビリテーション協会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

105 山口県 鼓ヶ浦こども医療福祉センター 社会福祉法人　鼓ヶ浦整肢学園 ○ ○ ○ ○ ○ ○

106 徳島県 徳島赤十字ひのみね医療療育センター 日本赤十字社　徳島県支部 ○ ○ 〇（レポート8） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

107 愛媛県 南愛媛療育センター 社会福祉法人　旭川荘 ○ ○ ○ ○ ○ ○



コーディネー
ター養成

支援者養成 児 者 児 者

施設

番号

④通所事業　（令和4年度実績）

児童発達
支援事業

医療型
児童発達
支援事業

放課後等デイ

サービス

生活介護

事業

都道府県

名
施　　設　　名 法人名

③医療的ケア児等の短期入所（宿泊）実績の有無
（令和4年度実績）

①令和5年度医療的ケア児等
コーディネーター養成

人工呼吸器以外の医療的ケア人工呼吸器使用
②医療的ケア児支
援センターの受託
（令和５年度）

⑤地方自治体の医療的ケア児等への支援に関
する受託事業

108 愛媛県 愛媛県立子ども療育センター 愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

109 高知県 土佐希望の家　医療福祉センター 社会福祉法人　土佐希望の家 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

110 高知県 幡多希望の家医療福祉センター 社会福祉法人　土佐希望の家 ○ ○ ○ ○ ○

111 福岡県 医療福祉センター聖ヨゼフ園 社会福祉法人　慈愛会 ○ ○ ○

112 福岡県 ゆうかり医療療育センター 社会福祉法人　ゆうかり学園 ○ ○ ○ ○

113 福岡県 久山療育園重症児者医療療育センター 社会福祉法人　バプテスト心身障害児（者）  を守る会 ○ ○ ○ ○

114 福岡県 やまびこ学園 社会福祉法人　杏和会

115 福岡県 方城療育園 社会福祉法人　方城福祉会 ○

116 福岡県 北九州市立総合療育センター 足立園 社会福祉法人　北九州市福祉事業団 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
北九州市医療的ケア児コーディネーター委託

事業

117 福岡県 柳川療育センター 社会福祉法人　高邦福祉会 ○ ○ ○ ○ ○

118 福岡県 療養介護事業所　ひなた家 社会福祉法人　絆の会 ○ ○ ○ ○

119 福岡県 障がい児者医療生活支援ホーム虹の家 社会福祉法人　あきの会 ○ ○ ○ ○ ○

120 佐賀県 療育医療センター若楠療育園 社会福祉法人　若楠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

121 佐賀県 佐賀整肢学園こども発達医療センターたんぽぽ園 社会福祉法人　佐賀整肢学園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

122 佐賀県 からつ医療福祉センター・アルトン 社会福祉法人　佐賀整肢学園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

123 長崎県 みさかえの園総合発達医療福祉センター　むつみの家　 社会福祉法人　聖家族会 ○ ○ 〇（レポート9） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

124 長崎県 みさかえの園あゆみの家 社会福祉法人　聖家族会 〇（レポート9） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

125 長崎県 社会福祉法人幸生会 諫早療育センター 社会福祉法人　幸生会 ○ ○ ○ ○ ○

126 大分県 恵の聖母の家 社会福祉法人　聖母の騎士会 ○ ○ ○ ○

127 大分県 めじろ園 社会福祉法人　別府発達医療センター ○ ○ ○

128 大分県 すぎな園 社会福祉法人　直心会 ○ ○ ○

129 熊本県 くまもと芦北療育医療センター 社会福祉法人　志友会 ○ ○ ○ ○ ○

130 熊本県 水俣市立明水園 社会福祉法人　水俣市社会福祉事業団

131 熊本県 はまゆう療育園 社会福祉法人　慈永会 ○ ○ ○

132 熊本県 くまもと江津湖療育医療センター 社会福祉法人　志友会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

133 宮崎県 愛泉会日南病院 社会福祉法人　愛泉会 ○ ○

134 鹿児島県 医療福祉センターオレンジ学園 社会福祉法人　たちばな会 ○ ○

135 鹿児島県 やまびこ医療福祉センター 社会福祉法人　向陽会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

136 沖縄県 沖縄療育園 社会福祉法人　沖縄県社会福祉事業団 ○ ○

137 沖縄県 名護療育医療センタ－ 社会福祉法人　五和会 ○ ○ ○ ○ ○

138 沖縄県 沖縄南部療育医療センター 社会福祉法人　沖縄肢体不自由児協会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

139 沖縄県 沖縄中部療育医療センター 社会福祉法人　沖縄肢体不自由児協会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

実施施設　計 21 15 27 76 79 106 113 77 16 76 101



医療的ケア児支援センターについて 

（ 別 添 ） 

【レポート番号 １】 

 

自治体名 群馬県 

事業名 医療的ケア児等支援センター（地域センター） 

実施法人
等 

（社福）希望の家 
    療育センターきぼう 

活動内容 
群馬県の医療的ケア児等支援センターは、今年 6 月末に、基幹
センター（（病院）、地域センター（（福祉施設 2ヶ所）の 3ヶ所が開
所しました。当法人の地域センターは、医療的ケア児等コーディ
ネーターを 3名配置しています。 
医療的ケア児等支援センターを有効に活用してもらうために、

各研修会や会議、または個別で関係機関に赴き、業務内容の説明
をして周知を図りました。 
相談窓口は、電話・ホームページ・来所とありますが、主に電話
相談です。行政や専門職からの相談が多く、内容は就園に関するも
のが多くあります。医療的ケア児を受け入れてくれる保育園・幼稚
園の紹介、園で働いてくれる看護師募集の仕方、これから医療的
ケア児の受け入れを検討している園からの受け入れのための準
備・3号研修の相談がありました。個人からの相談はまだ少ないの
ですが、やはり就園に関するものでした。センターを通してあら
ためて就園の課題を確認している状況です。病院・乳児園からは、
在宅に帰るための準備について相談がありました。これらの相談

は、すぐに解決できるものではなく、現在も継続して支援してい
ます。 

 

課題 
医療的ケア児等には、様々な困りごとがあると思われますが、
協議の場で議題にあがることが少ないと感じます。協議には、支援
センタースタッフだけではなく、その地域の医療的ケア児等コー
ディネーターに参加してもらい、その地域での医療的ケア児等の
支援の底上げができるように努めています。 

 

 



【レポート番号 ２】 

 

自治体名 千葉県 

事業名 千葉県医療的ケア児等支援センター“ぽらりす” 

実施法人

等 

（社福）千葉県身体障害者福祉事業団  

千葉県千葉リハビリテーションセンター 愛育園 

活動内容 
千葉県医療的ケア児等支援センター“ぽらりす”は、令和 4年 4月
千葉県から委託を受け、令和 4 年 7 月に開設された。医療的ケア
児等支援センターの「等」にこだわり、医療的ケアのあるなしに関
わらず全ての重症心身障害児者と医療的ケア児者を対象としてい
る。 

重症心身障害児者と医療的ケア児者が千葉県のどこにいても、安
心してあたり前に暮らすことができるよう本人、家族、支援者を見
守り、北極星のように光を放ち｢みちしるべ｣となることをめざして
いる。 
県の支援センターとして、①相談支援、②人材育成、③機関連携・

協働、④地域体制整備、⑤情報収集・発信、⑥権利擁護と虐待防止
の６つの機能を担い、災害支援については、④地域体制整備の中で
展開している。 
※職員配置 常勤換算 3.0（（医師、医療的ケア児等コーディネー
ター、看護師、理学療法士） 

 
①相談支援                                          
医療的ケア児等とその家族、また支援者からの相談を直接来所、
電話、メール等にて相談対応する。 
相談内容に応じて、地域の医療・福祉・子育て・保健・教育・就
労・防災等の関係各機関、また、地域の医療的ケア児等コーディネ

ーターや相談支援専門員に繋ぎ、必要に応じて地域に出向きスーパ
ーバイズによるバックアップを行している。                                 
※令和５年度（４月～９月） （・相談実人 109 人 （・相談実 
 360   ・関係機関 321 機関 

 
②医療的ケア児等を支援する専門職等の人材育成 
これまでの千葉リハビリテーションセンター小児部門（愛育園・
通園・外来・リハビリ・相談支援等）における、医療的ケア児や重
症心身児者への専門性の高い支援実績を生かし、医療・福祉各専門
職へ研修会の開催や実習の受け入れ、医療・福祉の専門職の派遣に 
よる事例を通したスーパーバイズ等によりノウハウを伝える。 

 



※研修実績  

 
 
③機関連携・地域支援 
医療的ケア児及び重症心身障害児者等とその家族が、地域で支え
られ、安心・安全に暮らし成長発達することができるよう、医療・
福祉・保健・教育・就労・防災等の関係各機関が連携する地域の支
援体制構築に向けた支援を行う。 
※支援実績  
・市町村支援（研修会・スーパーバイズ）44 市町村／(54 市町村) 
・啓蒙啓発（外部研修・シンポジウム）18回 

ア．市町村における医療的ケア児等の実態調査を促進 
イ．市町村における医療的ケア児等の協議の場の設置および機能

的な運営ができるよう、市町村または広域、圏域等の要請に
応じ地域に出向き、助言・指導を行う。 

ウ．行政横断連携を促し市町村における医療的ケア児等の災害支
援体制を整備し個別避難計画の策定を勧める。 

エ．医療型短期入所・卒後の通所施設等の社会資源を創設するた
めに、介護老人保健施設や医療機関に重症児者の実情を伝
え、新規開設に向けや支援を行っている。 

   ※令和 5年度 千葉県医療型短期入所開設支援事業実施 
オ．市町村または広域、圏域等に配置された医療的ケアコーディ

ターの連携会議開催し、困難事例の症例検討、地域の連携の
状況、支援体制構築の課題等を共有し、助言・指導を行って
いる。 

 

医療的ケア児を受け入れる小中学校看護師等研修 web 65 名 

医療的ケア児を受け入れる保育所看護師等研修 現地・web 280 名 

小中学校・保育所看護師等実技研修 現地 180 名 

成人期訪問診療医等移行期支援研修 web 38 名 

訪問看護師・老健看護師等研修 講義 現地 38 名 

訪問看護師・老健看護師等研修 実技 現地 39 名 

医療的ケア児等コーディネーター養成研修 現地 40 名 

市町村職員研修 web 250 名 

課題 
 

 

 



【レポート番号 ３】 

 

自治体名 愛知県 

事業名 あいち医療的ケア児支援センター 

実施法人

等 

愛知県医療療育総合センター（療育支援センター 

活動内容 
〇支援の概要（  

愛知県では、令和４年度に医療的ケア児支援センター（以下、センタ

ー）として、全県下を総括する県直営の基幹支援センター（地域センタ

ー兼務）と県委託の６つの地域支援センターを設置しました。医療的ケ

ア児とそのご家族が居住市町村で安心して生活できるよう支援体制の

構築を目指しています。（  

また、医療的ケア児等の支援に経験豊富な医療的ケア児等アドバイザ

ーを県内の障害福祉圏域毎に配置し、各圏域を所管する医療的ケア児支

援センターと連携する重層的な支援体制の構築にも取り組んでいます。（  

〇実施体制（  

県内、７か所の重症心身障害児者施設等にセンターを設置しています。

あいち医療的ケア児支援センターは基幹支援センターとして、 

他の６つの地域支援センターと連携し、支援を行っています。（  

センターの所在地や担当圏域、事業内容等については、 

「あいち医療的ケア児支援センター」ホームページに詳細情報を掲載

しています。 

（あいち医療的ケア児支援センター：https://aichiiryocareji.jp/）（  

 

 

〇活動内容（  

医療的ケア児とそのご家族や支援者の皆さんからの相談対応や地域

で開催される会議等に参加し、関係機関との連携に努めています。また

センターが会議や研修会を開催し、地域の人材育成に努めています。（  

令和５年度は、以下の事業を開始しました。（  

https://aichiiryocareji.jp/


「愛知県のすべての医療的ケア児と家族に対する支援ネットワーク

構築事業」 

（  

１．情報集約窓口の設置（市町村連絡窓口一覧表の作成）（  

２．関連医療機関訪問（上記一覧表を配布し、居住市町村への医療的

ケア開始連絡を依頼）（  

３．医療的ケア児基礎情報報告（  

医療的ケア児・そのご家族と支援者、行政が繋がることで気づく

ことや見えてくることがたくさんあります。（  

「誰に相談したらよいのかわからず、支援を受けることができな 

い」ということがなくなるよう、誰もが安心して過ごせる地域と

なるように、センター活動を通して、橋渡しができれば、と思い

ます。 

（  

〇お問合せ（  

〒480-0392（ 愛知県春日井市神屋町（ 713－８（  

愛知県医療療育総合センター（療育支援センター（地域支援課内（  

あいち医療的ケア児支援センター（  

電話（ 0568-88-0811（代表）内線（ 4149 

 

 

課 題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



【レポート番号 ４】 

 

自治体名 三重県 

事業名 三重県医療的ケア児支援センター 

実施法人

等 

（社福）恩賜財団済生会支部三重県済生会 

済生会明和病院なでしこ 

活動内容 
三重県では医療的ケア児者の生活課題等を地域で検討するネッ
トワークが各圏域合計 4 つがあり、それを基盤とした支部（以下
センター支部）と大学病院に設置された本部（以下センター本部）
と合わせて 5つの医療的ケア児支援センターがあります。 
三重県は縦に長い県で、北から順に概ね 25万人程度の規模を目

安としてネットワークが構成され、北からそういん地区、四日市
地区、中勢地区、そして済生会明和病院なでしこが事務局をする
南勢地区の 4つセンター支部があります。 
センターとしての主な事業は、大きく分けて以下の 6 つになり

ます。 

当事者からの相談の受付や情報提供をする相談支援。 
重症心身障害児（者）を守る会や医療ケアラインの各三重県支
部と連携をする家族支援。 
関係機関との連携を基礎とした地域づくり。 
地域における医療的ケア児者に関わる支援者を支援するスーパ

ーバイズや研修企画による人材育成。 
医療的ケア児者が活用できる社会資源の調査や情報発信。災害

対策に関わる助言や支援。 
特徴的な取り組みとしては、“スーパーバイズ機能”が挙げられ
る。これは支援者の困りごとに対して同じ地域で先駆的に取り組
まれている支援者に協力を得てアドバイス等が得られる仕組みが

あります。 
例えば、事業所における医療的ケア児の安全な活動提供のため
の相談に対して、医療スタッフによる研修会を実施したり、地域
からの相談では、就学を見据えた医療的ケア児に対応できるサー
ビス事業所が不足する状況について、経験豊富な相談支援等から
戦略的な資源開発のアドバイスをしたりしています。 

 

課 題 
 

 



レポート番号 ５】 

 

自治体名 滋賀県 

事業名 滋賀県重症心身障害児者・医療的ケア児支援センターこあゆ 

実施法人

等 

（社福）びわこ学園  

びわこ学園医療福祉センター草津 

活動内容 
2021 年に施行された“医療的ケア児及びその家族に対する支援
に関する法律”に基づき、滋賀県より事業を受託され、2023 年４
月「滋賀県重症心身障害児者・医療的ケア児等支援センターこあ
ゆ」をびわこ学園医療福祉センター草津の敷地内にある地域支援
ステーションみなも内に開設しました。愛称は「こあゆ」です。当
センターのスタッフは、センター長、看護師コーディネーター(旧
重心ケアマネジメント支援事業担当)、医療的ケア児等コーディネ
ーター２人の４人体制です。 
業務としては、滋賀県内に在住の重症心身障害児者及び医療的
ケア児等とそのご家族が生活していく上での様々な困りごとや不

安などを傾聴し、必要に応じて、お住まいの行政や医療機関、相
談支援事業所、サービス事業所等と連携を基本としながら、困り
ごと等が解決に繋がることを目指してお手伝いをします。また、重
症心身障害児者や医療的ケア児等やそのご家族でだけでなく、実
際に関わっている行政や相談支援事業所、もしくは医療機関やサ
ービス提供事業所(保育機関や教育機関も含む)など、支援をして
く上での困りごとに対してもどのような支援が良いのか等を一緒

に考えていきます。 
そして、上記のワンストップ相談だけでなく、滋賀県重症心身
障害児者及び医療的ケア児等コーディネーター養成研修、滋賀県
第 3 号喀たん吸引研修、滋賀県重症心身障害児者及び医療的ケア

児等に関する協議会の事務局なども担っていきます。 
他都道府県では、“医療的ケア児等支援センター”の通称が多い
中、当センターは、“滋賀県重症心身障害児者”を名称に入れている
のは、びわこ学園が重症心身障害児等の支援を礎にしておりとて
も大切にしてきたからです。  
時代の流れとともに、本当に少しずつではありますが、重症心
身障害児者や医療的ケア児者の社会資源(福祉サービス)も増加傾
向にあります。それは、当事者やそのご家族を中心としながら、そ
の方たちを支える人たちの努力でもあり、個別の課題発信、各圏
域の自立支援協議会での協議や各市町の行政の方々のご協力等に
よって形創られてきたものだと思います。しかしながら、まだ「十

分」とは言えません。福祉サービスの資源も不十分ですが、医療

 
 【 



的ケア児者の通学保障の課題やご家族の就労を支えるための学童
保育等の充実、訪問看護事業所の体制の拡がり(24 時間、365 日体
制、自宅以外におけるケア)、高齢による身体状況変化に伴う住ま
いの場の確保(急性期医療機関退院後の住まいの場、介護保険事業
所との連携)など“必要とするしくみ”や“課題”はたくさんありま
す。このような課題は、ライフステージも分野も多岐に渡るため、
当センターだけでは解決が難しいですが、地域の皆さまと協同し
ながら、“どんなに重い障害があっても暮らしやすい滋賀のまちづ
くり”の一躍を担っていきたいと思っています。 

課 題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【レポート番号 ６】 

 

自治体名 兵庫県 

事業名 兵庫県医療的ケア児支援センター 

実施法人

等 

（社福）養徳会 

医療福祉センターきずな 

活動内容 
兵庫県からの受託内容は、 
１．相談支援 
医療的ケア児やその家族等からの相談をワンストップで受け止
め、市町、事業者等の関係機関と連携して対応。 
相談  は、R4.6.15（（開設）～R5.10.末現在で 286  （調整回

 1092 回）。相談の大半は電話となっているが、その他、希望に
より面談・メールでの対応もしている。 
相談内容は福祉・医療・学校・保育・その他多岐に渡っており、
内容によって市町の福祉課や保健課・教育委員会などと調整する
ことや、福祉・医療サービスの事業所と連携することもある。 

 
２．関係機関との情報共有・協働関与の推進 
医療的ケア児の支援に係る情報の集約点として、市町、病院、学
校など関係機関との連絡調整の中核となること。 
関係機関との情報共有・協働関与の推進として、市町の医療的
ケア児支援の協議の場や、圏域での医療的ケア児等コーディネー
ター連絡会への参加。医療的ケア児等への勉強会や研修会の企画
や共催なども行っている。R4 年度は連絡会へ 17 回、研修会等は
19回参加している。R5年度は連絡会へ 10 回、研修会等は 8回参
加（11 月末）している。 
また、他都道府県の医療的ケア児支援センターとの情報交換や、

支援への連携も行っている。（修学旅行への支援や里帰り出産後の
支援等） 

 
３．家族交流会等の開催 
当事者間のネットワーク構築を目的とした家族交流会の開催。 
家族交流会等の開催は、R4年度は主催ではなかったものの 2回
参加。R5年度は主催・協力合わせて 5回参加（11 月末）。 
医療的ケア児の外出などは難しいことから、今後はオンライン
開催も視野に入れている。 

課 題 
 



【レポート番号 ７】 

 

自治体名 岡山県 

事業名 岡山県医療的ケア児支援センター活動 

実 施 法 人

等 

（社福）旭川荘 

    旭川児童院 

活動内容 
１．医療的ケア児実態調査（人 調査） 
２．医療的ケア児状況調査（状況調査） 
３．重症児者実態調査 
４．支援活動 
ア 医療的ケア児等及びその家族の支援 

・医療的ケア児・重症心身障害児者専門のコーディネーターを
配置し、電話等による個別相談、必要な家庭に対する家庭訪問
を実施する。 
・医療的ケア児支援センターのホームページからの相談。 

 ホームページ・パンフレットの充実を図る。 

・ＮＩＣＵ・長期入院障害児等が入院している医療機関等と連
携し相談体制を整備する。医療的ケア児支援体制検討会議の開
催。 
・ＮＩＣＵ・長期入院障害児等の保護者等と、在宅医療・福祉
サービスを現在利用している保護者等との情報交換会を開催。 
・学校関係者・福祉サービス事業所との連絡会を開催。 
・訪問診療、外来診療、訪問看護、短期入所、施設入所など医
療と福祉を総合的に組み合わせた支援の検討。 
・小規模のピアカウンセリングの開催（おしゃべりの会） 

 
イ 医療、保健、福祉、教育、労働等に支援者への支援 

・人材育成をする。 
 医療的ケア児コーディネーター・支援者研修の企画、開催。 
 医療的ケア児等短期入所サービス職員ケア実習事業の受け入
れ調整。 

 医療的ケア児コーディネーター研修受講後のフォローアップ
研修 
・訪問看護ステーションのリハビリスタッフに対する専門研
修 事例検討  
・訪問看護ステーション研修会 事例検討 
・小児科をもつ医療機関に対し福祉サービスの研修会を開催。 
・ヘルパーステーション研修会 

・岡山県自立支援協議会専門部会との連携・・・人材育成部会、



就労支援部会、医療的ケア児等支援部会への参加 
・一般小学校に通学する医療的ケア児の処遇に関する検討会
の開催。 
・岡山県教育委員会・岡山市教育委員会との連携 

課題 
・歩行のできる医療的ケア児の支援方法の検討 
・医療型短期入所事業所情報交換会の開催 
・歩行のできる医療的ケア児の支援方法の検討 
・医ケア児の通学に関する課題の検討 
・医ケア児の利湯御できるサービスの不足に関する検討 

・医ケアの手技統一検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【レポート番号 ８】 

 

自治体名 徳島県 

事業名 徳島県医療的ケア児支援センター 

実施法人

等 

日本赤十字社 徳島県支部 

徳島赤十字ひのみね医療療育センター 

活動内容 
１.個別事例対応 
1)医療的ケア児等とその家族への相談対応と関係機関への連絡 
調整 

・相談  124   ・総延べ相談回 382 回  
・総延べ相談時間 14,225 分 

・相談内容 
① 通所事業所の医療的ケア ②災害時の医療機器の対応 

 ③通所の紹介 ④災害時の個別避難計画作成  
⑤日用生活用具の申請 

 

2.人材育成 
1)医療的ケア児等コーディネーター(30 名).医療的ケア児等支 
援者研修(138 名) 

2)コーディネーターフォロアップ研修(27 名) 
3)医療的ケア児等の家族と支援者の研修(13 名 急変時の対応) 
4)通所事業所職員への研修(医療機器と急変時の対応) 
5)学校職員への研修(医療機器と急変時･てんかん発作時の対 
応) 

6)訪問看護師への研修(医療機器と急変時の対応) 
7)講演会  5/26 医療的ケア児等の災害時の支援体制 
 

3.多職種連携 
1)関係機関及び市町村に対する相談支援及び助言 
 ・通所事業所での医療的ケア児受け入れ体制 
 ・地域の学校や支援学校での医療的ケア児受け入れ体制 
 ・市町村教育委員会からの医療的ケア児受け入れ相談 
 ・市町村子ども課から医療的ケア児の保育所への受け入れ体    
  制 
 ・保育所から医療的ケア児等の受け入れ相談 
2)関係機関等が実施する医療的ケア児支援に係る協議の場への 
参加 

 ・徳島県の圏域の自立支援協議会(西部圏域を除く) 

 ・医療的ケアを要する重症心身障がい児等支援検討会議 



 ・第 1回小児在宅医療委員会 
 ・令和 5年度徳島県小児医療(救急)関係者会議 
 
4.広報活動 
1)県内の関係機関訪問 
行政病院､行政、教育委員会､支援学校､福祉サービス事業所､ 
相談事業所等への訪問 40箇所 

2)医療的ケア児等支援センターでマステアートのイベント 
3)第 6 回徳島県地域包括ケアシステム学会学術集会で活動成果 

をポスター発表 
4)第 39 回徳島県看護学会のインフォメーションブースで活動 
紹介 

5.徳島大学病院や徳島赤十字病院小児科医師らと医ケア児の災害
時個別避難計画作成の支援 
1)医療的ケア児等の個別避難計画作成について関係機関と会議 

課 題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【レポート番号 ９】 

 

自治体名 長崎県 

事業名 長崎県医療的ケア児支援センター 

実施法人

等 

社会福祉法人 聖家族会 

みさかえの園 （あゆみの家・むつみの家） 

活動内容 
当法人としては平成２９年度から、「長崎県医療的ケアが必要な
小児等に対する支援事業」として、県独自の事業受諾で医療的ケ
ア児等への支援や地域の連携体制の構築などに取り組んできたと
ころであり、その活動を含め改めて「長崎県医療的ケア児支援セ
ンター」としての活動を正式に令和４年８月からスタートさせた。 

 
１．職員体制 
※法人としての受諾になるため、職員体制としてはあゆみの家、
むつみの家合同で調整 

  ・センター長 医師 （兼務１名） 

  （・医療的ケア児等コーディネーター ２名（常勤専任１名、
兼務１名） 

  ・事務 ２名 （兼務２名） 
 
２．業務内容（センター事業受諾内容） 
⑴ 医療的ケア児等その他の関係者に対する専門的な相談支援
の実施 
＊個別の相談受付  ：R４年度１３６ 、R５年度２９９  
＊関係機関からの相談：R４年度３１ 、R５年度１８３   

（R５年度  は１１月末現在） 
⑵ 関係機関等への情報提供の実施 

（＊下記具体的アプローチ参照） 
⑶ 関係機関等との連絡調整の実施 
（＊下記具体的アプローチ参照） 

＊特に、相談が多い保育所入所への相談などについては、担当者
会議や保育所訪問同行、その他研修会の実施などを行ってい
る。 

 
※以下県との契約に基づく具体的な支援事業内容 
＜福祉的アプローチ＞ 
① 各市町の協議の場の運営支援 
・R４年度県内２１市町中１４市町の協議に参加、R５年度はほ 

ぼ全市町へ参加見込み 



② 地域の連携体制の構築（コーディネーター・支援者の育成） 
・R５年度医療的ケア児等支援者・コーディネーター養成研修を 
開催 
・過去のコーディネーター研修修了者のフォローアップ研修と 
してネットワークサロン開催 

③ 社会資源の把握 
④ 医療機関との連携（退院調整会議への参加） 
・センターの医師と専任のコーディネーターがほぼすべての退 
院調整会議に参加する体制構築 

 
 ＜医療的アプローチ＞ 
⑤ 地域勉強会の実施 
・医療的ケア児（者）その家族を支援するために、多職種が集ま 
って face-to-face の関係を構築する場として、毎月第４金曜日 
Web にて勉強会実施 

⑥ 医療連携のための講習会・関係者協議の実施 
・各種団体との意見交換会や市民向けの啓発研修のほか、九州 
各県の小児在宅医療支援研究会での現状報告や意見交換など 

⑦ 各市町、医療機関等との災害時対応に係る協議の実施 
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